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【研究の目的】 
 グローバル化と金融技術の急激な進展により、多様な金融商品と取引形態が産み出されるとともに、
これまで見られなかった紛争も多数生じてきた。そこで、比較法研究を通じて、本研究はこれらの紛争
解決のために、既存法制度に対してなされた改革や、金融取引に必要な契約設計に関連する新たな法原
則のありうるべき姿について焦点を当てることとする。 
 
【研究活動及び成果】 
 暗号資産を利用したキャッシュレス取引に関する動向を注視するとともに、EUを中心とする巨大デジ
タル･プラットフォーム規制との関連について、今後の研究課題として設定し、引き続き共同研究活動を
進めていく予定である。 
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